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「動けば変わる！　We　Serve」
「ウィ・サーブ」

「変化は希望 想いは絆 そこから始まる We Serve」

1126回　5月度第2例会

ガバナー・エレクト（Governor-elect）L中村宗雄



第1125回 5月度  第1例会     2026年5月14日（木）
   〈会員総数〉50名    〈出席者数〉32名
   〈欠席者数〉18名　 〈例会出席率〉64%

出席状況
報告

 

■ 第1125回 5月度第1例会 会長　L田中智司　挨拶 ■
ボランティアの真髄と仲間の絆
皆様、こんにちは。本日はお忙しい中、多くの方にお集まりいただき、誠
にありがとうございます。 
本日の例会には、次期ガバナーのL中村宗雄にお越しいただいておりま
す。L中村とは、とある勉強会を通じて20年来の親交があり、本日は無理
を承知でお願いし、ご出席が叶いました。お迎えできたことを、心より光
栄に存じます。 
活動を通じて得た「気づき」と「学び」 　私がライオンズクラブに入会して
約15年が経ちますが、会長という重責を担う中で、これまで見えていなかっ

た多くのことに気づかされる毎日です。 
世の中には一人では解決できない深刻な悩みを抱えている方が大勢いらっしゃいます。行政や公的支援だけではどうし
ても手が届かない「隙間」の部分に、私たちのような奉仕団体が少しでも寄り添い、支えになること。その意義と責任の重
さを、会長という立場になって改めて深く実感しております。これは私にとって、非常に有意義で大きな学びとなりました。 
献血活動が支える社会の基盤 　先日、献血福祉委員会にて、日本国内の献血の約12～13%がライオンズクラブの
献血活動によって支えられているという事実を初めて知りました。 
私たちが普段、何気なく継続している献血奉仕が、これほどまでに大きな社会貢献に繋がっていることに、恥ずかし
ながら今更ながら驚くとともに、誇りを感じております。一人ひとりの力は小さくとも、志を一つにした仲間が継続し
て行動することで、社会を動かす大きな力になるのだという具体的な成果であると確信しています。 
「小さな一歩」を共に形に 
奉仕とは、決して特別な誰かが行うものではありません。「誰かのために、少し動いてみる」という小さな行動の積み
重ねこそが、奉仕の本質であると私は考えます。そして、その思いを仲間と共有し、形にしていけることこそが、ライ
オンズクラブ活動の最大の魅力であり価値なのです。 
次週土曜日には、フィール春日井店にて献血活動を実施いたします。本日はクリエイト支部のメンバーも10名ほど
参加してくれる予定ですが、皆様におかれましても、ぜひお時間を作っていただき、一人でも多くの方にご協力いた
だければ幸いです。 
今後とも、皆様と共に力強い歩みを進めてまいりたいと思います。本日はよろしくお願い申し上げます。 

ライオンズローア 　L初崎 洋樹

保健福祉委員長会議の報告と献血のお願い 
本日はご指名いただきありがとうございます。先日、保健福祉委員長会議
がありましたので、そこでの報告をさせていただきます。 
5月16日、ちょうど献血が行われますが、現在、献血の人口が減っていると
いうお話がありました。特に30代以下の献血者人口が10年で3割減少し、
それを40代以上の方々が補っているのが現状です。10代・20代の方をど
う参加させるかが一番の問題になっています。 
全国のライオンズクラブが献血活動をしておりますが、全体で12%くらい

はライオンズ絡みの献血量だそうで、かなり貢献していただいているとのことです。これからもライオンズが献血に力を入
れていくことは大切だと強く感じました。 5月16日の献血は天気も良いことですし、皆様のお力でぜひ集客をお願いしたい
です。遊んでいる方や、飲みすぎの方、薬を飲んでいる方はご遠慮いただき、基本的には健康なライオンズ関係の皆様で
少しずつ献血をいただければと思います。 
では、ローアをさせていただきます。ウォー！ 



ゲストスピーチ　L中村宗雄

には約16万8,000人いた会員数も、現在は約7万6,000人と、かつての45%程度まで減少しています。 私たちは今、いわば
「下りエスカレーター」に乗っている状態です。一生懸命歩いてようやく現状維持、少しでも手を抜けば後退してしまいま
す。特に少子高齢化ならぬ「少数高齢化」が進み、7割のクラブが会員数30名以下という厳しい現実に直面しています。この
ままでは組織の崩壊を招きかねません。 
次年度キーワード：3つの「変える」 
私は、この現状を打破するために「変える」というキーワードを掲げました。これには3つの意味を込めています。 
     1. Change（目標・組織を変える）： キャビネット組織のスリム化を図り、13あった委員会を10に再編します。目標設定も、
手の届かない理想ではなく「背伸びしてジャンプすれば届く」現実的なものへと見直します。 
     2. Renewal（運営・手法を変える）： ICTを活用し、会議時間の短縮やペーパーレス化を徹底します。キャビネット会議は午
後のみで完結させ、資料はすべて事前に電子配信することで、各クラブの負担を軽減します。 
     3. Return to the origin（原点に還る）： ライオンズの原点は「We Serve」です。本来、各クラブが主役であり、キャビネット
はその活動を支え、調整する機関であるべきです。 
実利と奉仕を両立させる「ビジネスマッチング」 
会員減少の背景には、活動の「魅力」と「実利」の不足があると考えています。 私は次年度、ビジネスマッチングの推進に注
力します。会員間のネットワークをデジタル化し、「自分は何ができるか」「どんな仕事を出せるか」を可視化するプラット
フォームを整備します。 かつての青年会議所（JC）などの勢いがあったのは、そこでの繋がりが仕事に直結していたからで
す。ライオンズも同様に、活動に参加することが自身のビジネスや生活の充実にも繋がる仕組みを作ることで、若い世代や
現役層を惹きつけたいと考えています。 
おわりに：各クラブが誇れる「良い事業」を 
奉仕活動においても、何十年も同じことを繰り返す「沈滞化」から脱却しなければなりません。地域の皆様が「あの活動に
参加したい」「応援したい」と思えるような、時代に即したコンサルティング・ブラッシュアップを支援していきます。 
次年度、334-A地区は大きく変わります。しかし、それはすべて各クラブの活性化のためです。皆様と共に、新しいライオン
ズの形を築いていけることを楽しみにしています。よろしくお願い申し上げます。 

「変える」̶  ライオンズの原点回帰と未来への挑戦 
334-A地区 ガバナーエレクト L中村 宗雄  
皆様、こんにちは。先日の年次大会におきまして、皆様のご承認をいただ
き、次期ガバナーに就任することとなりました中村宗雄です。本日は、私が
次年度に掲げるテーマと、ライオンズクラブが直面している現状、そして
未来に向けた改革についてお話しさせていただきます。 
ライオンズの現状：下りエスカレーターを上る勇気 
現在、ライオンズクラブは大きな転換期にあります。1990年代のピーク時

5月　誕生祝

5月26日　L杉山周一 5月25日　L田中智司

5月3日　Ｌ金林文達 5月5日　Ｌ清水義博 5月9日　Ｌ山田実 5月14日　Ｌ谷内量

5月　結婚祝



春日井市廻間町字大洞681－47
TEL〈0568〉88－0568
FAX〈0568〉88－2308

　理事　法人本部長

　磯　村　延　宏

　医療法人社団　喜峰会

東海記念病院

Company  Information
企業は地域に貢献し親しまれています

小牧市大字東田中字上池1282－１
TEL〈0568〉79－8711
FAX〈0568〉78－0805

　代表取締役社長

　杉 山 周 一

株式会社 スギショウ

春日井市坂下町3-625-1
TEL〈0568〉88-3553
FAX〈0568〉88-6446
　事務長

　杉　本 直　樹　

株式会社アミスポーツセンター

春日井市坂下町１ー1470－１
TEL〈0568〉88－2322
FAX〈0568〉88－4558

　代表取締役

　瀧　本　安　隆

不動産センター春日井
株式会社

４月　９日　　 7名 ２３,０００円 
５月１４日　　16名　　４９,１０２円     

合　計　　　　７２,１０２円 

クリエイト支部（イベント）ドネーション報告 

5月 14日　クリエイト支部　会長　臼井和樹　（領収） 

春日井中央クリエイト支部　活動報告

子供たちの笑顔が溢れた一日「春日井チャレンジパーク」開催報告 
～体験格差の解消を目指し、地域一丸となったフェスティバル～ 
クリエイト支部 会長 稲付 充 
去る2026年4月18日、クリエイト支部主催による地域貢献イベント「春日
井チャレンジパーク」を開催いたしました。本イベントは「子供の体験格
差の解消」を旗印に、地域の子どもたちが新しい興味や発見に出会える
場を提供することを目的として企画されました。 
🚒 多彩なアクティビティと賑わう会場 
当日は、屋内施設「NEXTパレット」でのワークショップをはじめ、屋外での

消防車展示・乗車体験、ポニーとのふれあい、そして活気あるチャリティバザーなどが行われました。会場全体が笑顔に包
まれ、合計約1,200名超（屋内受付：991名、屋外バザー等：289名）という、当初の予想を上回る多くの方々にご来場いただ
くことができました。 
💰 チャリティバザーの結果報告 
併設されたチャリティバザーにおいても、皆様の温かいご協力をいただきました。 
　　・売上額: 16,450円 
こちらの収益は、次回の開催資金およびクリエイト支部の活動費として大切に活用させていただきます。ご協力いただい
たライオンズ会員の皆様に、厚く御礼申し上げます。 
🚀 地域に根ざした「定例イベント」へ 

今回の運営で得た「看板設置の工夫」や「回遊性の向上」、「ボランティア配置の最適化」といった改善点を次回の運営に活
かし、本イベントを毎年恒例の「地域フェスティバル」として定着させていくことを目指します。 
子供たちが毎年新しいことに挑戦し、自信を持てるような街づくりに、これからも貢献してまいります。今後ともご支援・ご
協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 
 



http://www.kasugai-chuo-lions.com是非、ご覧ください
クラブホームページ

 

L小山 貴次

■ 発行所 春日井中央ライオンズクラブ
■ 事務局 春日井市鳥居松町5-45 春日井商工会館内　TEL 0568-84-0585　FAX 0568-82-0220

■ マーケティング・コミュニケーション委員長

■ 会長 L田中 智司  田中事務所　　 春日井市鳥居松町4-16 TEL0568-82-4152
■ 幹事 L中村 紳 （株）看板ナカムラ 春日井市気噴町3-12-1  TEL0568-51-5810

プラミング設備 (同)
春日井市中央通2-61 プリンスハイツ中央通1003

TEL0568-84-8084

第1126回 5月度 第2例会
《日時》 令和8年5月28日（木）　12：30～
《場所》 ホテルプラザ勝川

１．開会のゴング
２．国旗に敬礼
３．   国歌並びにライオンズヒム斉唱
４．  ライオンズの誓い唱和とスローガン唱和
５．  会長挨拶
 ６.     会員スピーチ
７.      食事タイム
８.     幹事報告
９.    テールツイスターの時間
10.    出席状況報告
11.    ライオンズローア　 
12.    閉会のゴング

例会プログラム 今後のスケジュール

献血活動


